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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、組織型プラスミノーゲン活性化因子（分泌型セリンプロテアーゼ）をコードしています。この活性化因子は、プロ酵素プラスミノーゲンを線溶酵素プラスミンに変換するものです。コードされているプレプロタンパク質は、プラスミンまたはトリプシンによってタンパク質分解され、重鎖と軽鎖を生成します。これらの鎖はジスルフィド結合を介して会合し、ヘテロ二量体酵素を形成します。この酵素は、細胞遊走および組織リモデリングにおいて役割を果たします。酵素活性の上昇は線溶亢進を引き起こし、過剰な出血として現れます。一方、酵素活性の低下は線溶低下を引き起こし、血栓症または塞栓症につながる可能性があります。この遺伝子の選択的スプライシングにより複数の転写バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によって処理されるアイソフォームをコードしています。[RefSeq提供、2016年1月]
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	TPA 組織プラスミノーゲン活性化因子ウサギモノクローナル抗体 (1:1000) を使用したヒト血漿組織抽出物のウエスタンブロット分析。

